
 

 

 

 

 

「人の失敗は 祈りたくない」 

～勝ち負けとは 別の〝価値〟～ 
 今年の夏休みは、パリ五輪がありました。たくさんの人が、眠い目を擦りながら夢中になっ

てテレビ観戦をしたのではないでしょうか。連日のように、「史上初」や「メダル獲得」といっ

た快挙が報じられ、トップアスリートの躍動する姿を楽しんだことと思います。 

 さて、現行の社中学校としては最後になる

「第 47 回体育大会」が 9 月 14 日に開催さ

れました。自らが真剣に競技に取り組み仲間と

楽しく笑い合う姿や、他学年の演技をみている

時、自然と大きな声で声援を送る姿が見られま

した。特に大縄跳びの際には、縦割りで各クラ

スカラーの旗を振って盛り上げる様子は、競技

者・応援者・観戦している人たち全てが１つに

なっており、感動的な姿でした。 

 私は、今年の体育大会の練習や本番を見てい

て、パリ五輪のあるシーンを思い出しました。

それは「スケートボード女子」の四十住さくら選手のインタビューです。東京五輪金メダリス

トである彼女はもちろん連覇を目指しました。しかし予選で良い結果を残すことができず、決

勝に進出できるかは後のライバル達の演技次第という厳しい状況になってしまいました。そこ

でのインタビューの言葉です。 

「決勝には進出したいけど、人の失敗は祈りたくない」 

自身の置かれている状況に対する複雑な心境を、とても素直にサラッと答える姿がとても

清々しく、格好良く、素敵に見えました。結果は惜しくも決勝進出には届かず予選敗退となっ

てしまいましたが、国内外で「この言葉は金メダルと同じくらい価値がある」と称賛され、多

くの人に感動を与えました。 

体育大会の競技は、柔道など対戦相手によって左右されるものは１つもなく、「自分たちのチ

ームの最高の力を発揮」して、勝敗が決するものばかりです。そのため、相手うんぬんではな

く、自分たちの力を伸ばすことに自然と意識が向いていきますので、四十住選手と同じ相手の

失敗のことは考えないのです。スポーツにおいて、勝ち負けが重要であることは言うまでもあ

りません。しかし、勝ち負けにとどまらず、それ以外の〝価値〟についても振り返って注目し

てみて下さい。きっと、あなたの今後の成長につながるはずです。 
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陸上部３名が全国大会出場！ ～神は細部に宿る～ 

衣替え・下校時刻についてお知らせ 

 ３年生の    さん（走り幅跳び）、 

さん（走り高跳び）、2年生の     さん（四

種競技）が８月 17～20日に福井県で開催された

全国総体に出場しました。  さんは「結果は悔し

かったけど、人生で 1番楽しかった」、  さんは

「めっちゃ悔しかった。調子は良かったが、流れに

乗り切れなかった」、  さんは「これまでで 1番

楽しかった。プレッシャーを感じず、楽しんで挑戦

できた」と感想を話してくれました。また、普段の

練習で自分の力を伸ばすために心がけていること 

【衣替えについて】  ・１０月１日（火）～１０月３１日（木） 移行期間 

体調や気温等に応じて長袖シャツや上衣を着用してかまいません。暑ければ脱ぎ、教室の

ロッカーに上衣をしまうようにしましょう。 

【下校時刻について】 

・２学期に入り、日暮れが早まってきました。それに合わせて、下校時刻も変わります。 

【最終下校時刻】  ◆ ９月１８日（水）～ ９月３０日（月）・・・１７：４５ 

◆１０月 １日（火）～１０月１５日（火）・・・１７：３０ 

◆１０月１６日（水）～１０月３１日（木）・・・１７：１５ 

～保護者の皆さまへ～ 

今年も夏休みに社中校区の各学校の先生で巡回を行いました。「ゲームセンターで中学生が

遊んでいる」「夜中から明け方にかけて、出歩いている中学生がいる」という情報が複数あり

ましたが、幸い生徒は大きな事件・犯罪に巻き込まれることなく過ごせました。２学期も、

PTA役員の方を中心に休日の巡回をお願いしているところです。犯罪行為を未然に抑止し、

生徒の安全を見守っていただけるようお願いいたします。 

また、下校時間が早まるこの時期に、各ご家庭での過ごし方で気をつけて指導して頂きた

いことがあります。具体的には、「いつ、どこで、誰と遊び、帰宅時間を告げて外出している

か」「就寝時間は何時か」「SNSの健全な利用ができているか」等です。これらに気をつけて

いただくと、「トラブルや問題行動の未然防止、早期発見」につながります。中学生年代は、

大人に近づいているようで、まだまだ発展途上の時期です。生徒の心身両面での安全のため

に、家庭と学校で見守っていけるよう、よろしくお願いいたします。 

を聞いてみると、「走り込み練習を頑張った」「前に突っ込むことを意識し続けた」「部分的

に分けて練習を行うことで、より細かい練習ができた」と教えてくれました。地道で辛い練習

に取り組んだり、ただやるのではなく明確な意識をもって練習する、部分的により細かく分け

て練習に取り組むことなどを意識し続け、全国大会へ出場するほどの力を身に付けたというこ

とですね。こうしたことは、陸上のみならず他の競技へも、また学習やその他のことにおいて

も実践することはできます。3人は、既に次の目標へ向けてスタートしています。これを励み

にして、社中生全員でそれぞれの目標に向かって頑張っていきましょう！ 


